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D.S. Pai et al., 2014, MAUSAM

Number of the stations used for IMD4(Gridded daily rainfall data by 
IMD)

1980年代以前、1950年代以前
は観測データの取得できる地点

が少ない。



Tea cultivation regions in India（Ukers,1935）

Sylhet（Bangladesh）and 
Northeast States of India 
were included in Assam 
state during the British 
India

1800年代後半以降、インド北東
部とインド南部の各地で
茶農園が開拓された。



A meteorological observation in the Tea Estates, Assam
→Long-term data availability & collaboration with agricultural sector

インド北東部で、英領時代に開拓され、今でも
経営の続く大規模茶農園の多くは気温と降水
量の観測を慣例的に行なっている。（写真は

アッサム州のHathikuli Tea Estate。茶園全体を
有機農法のみで栽培している）



Instruments
Rain Gauge
5-inch(12.7 cm) manual (water storage type) rain gauge 
Thermometer
maximum-minimum thermometer (Six's thermometer) 

使われている測器は多くの茶園で共通。雨量
計は５インチのマニュアルタイプ（気象測器の
歴史に詳しい人から見ても、珍しい型式だそ

う）温度計は最高最低温度計。



The column of the data book set out to show the value of two or three years (temperature or rainfall) in the 
same page. To compare the relation between the weather or climate and production with the last couple of years, 
to manage it. 

2016 2017 2018

Date
↓

データは手書きで
データブックに記録さ

れる。
前年、一昨年と比較
できるように、3年分
が同じページに記録

されている。
これもいくつもの茶園

で共通



Tea garden data list(digitized) : Provided by IITGuwahati, Prof. Sarma

IITGのSarma教授らのグループが、すでに茶園
で観測された日降水量データのデジタル化に取

り組んだ（110箇所）。
今後協定等を結び、共同研究を計画している。



2018年11月16日 セミナー開催

Pradip Baruah氏、Parijat
Borgohain氏を招いてセミ

ナーを開催
参加者９名

アッサムでの茶園開拓
史や茶園労働者の労
働環境などについてお

話しいただいた。
茶栽培史の核心に迫
るようなご質問もあり、

盛況に終わった。
ご協力誠にありがとうございました！
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